
第17回 OR サロン

企業における OR

司会 「企業における ORJ を論ずる前に「わが社にお

ける ORJ についてうかがいたいと思います.

A 私のところでは委員会組織になっていてそこで勉強

をしたり，工場の問題をもってきて議論をしたりしてい

ます.また研究所においても ORやシステムの問題を扱

っていて，生産管理や需要予測等の各種OR的システム

の開発をしています.各工場別にも生産技術や事務管理

等の組織があって活動をしています.ORの適用分野は

非常に多く，需要予測から始まって製品の計画，設計部

門，製造部門，在庫管理や輸送部門等ほとんど全範囲に

またがっています.実際の問題は各工場ごとに考えて，

わからないところを研究所と一緒に研究するということ

になっています.

B 私のところはそれほど大きくないので組織的には簡

素です.本社ではシステム部門の中のOR グループで取

り扱っております.工場に特有な問題については各工場

でも，小規模のOR，システムグループがあり，ここで

担当しております.また他社ではトップマネージメント
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がORを理解して〈れないとか，上から問題がこないと

いうことを聞くが，私のところでは幸いにトップがよく

理解をしてくれています.

C 私のところではとくにOR という名のつくセクショ

ンはありません.個人の責任がはっきりしているので各

人の責任において，作業効率や生産性をあげるための提

案をしていくという形になっています.戦略的決定等の

困難な問題に対しては，それなりのタスクフォースがあ

ります.

D 私のところではORのメンパーが 5 ， 6 人いて，い

ろんなことをやっています.各工場では I EやQCにつ

いては各種組織があるが，とくにOR としてやっている

ことは少ないようです.それはORという名前がよく知

られていないこともあると恩われます.われわれのとこ

ろでやっていることはORのほぼ全分野といってもよい

と思います.

E 大きな投資を伴う問題や新しいシステムを作るとい

ったところにOR的手法を使わないでもないがOR プロ

ミーとしてはどうかと思います.それは同業者について

も同様で，現実の問題をとらえて，そのOR的解析をし

たといえると思います.アメリカでも OR ワーカーは少

ないといわれています.アプリケーション的な問題はい

ろいろやっているが最も重要な問題についてはさけて通

っているようにみえます.

F ORのスタッフはいますが社内的には無視されて社

外の問題をやっています. r人が資本j といわれていると

ころではORはむずかしいのではないかと忠、います.今

のORは大学と一部の生産関係の企業で、のみ発展してい

るといえます.

司会 各社によってかなり幅があるようですが，企業の

中のORの普及の問題についてはいかがですか.

A 一般の設計部門では過去の習慣があって新しい改良

をするためにORを使おうという気がないようです.一

番大切なことは，どこを直せば良い結果が得られるかと

いう事実がわかることだ左思います.
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B 技術部門とくに伝統的な固有技術の積み重ねでかた I 先程の教育の問題にも関連しますがORを実行する

まっている分野ではその中にOR的手法や考え方を入れ ためには手法的な問題がからむとかなりむずかしくなり

るのはかなりむずかしいようです.純技術的なものより 教育が必要になります.しかし教育をしておけば，問題

も計画管理部門のほうがORを適用しやすいようです. を処理できなくても問題をとらえることができるように

また，教育普及には長年努力してきており，地味だがゃ なります.どこに問題があるかということと，そのパウ

はり絶対不可欠なことだと思います. ンダリーの設定，すなわち問題の制約や目的関数はなに

D 研究所内ではほとんどORを適用することはなし かということが整理できるようになります.

たまに PERT 等が出てくる程度です.その意味では経 司会 ノミウンダリーのはっきりしている個別の問題につ

営管理や生産現場のほうが多いようです.ORの専門家 いてはORはほとんどすべてに適用されていると思いま

として問題がもってこられるのを待っているのではなく すか.

て，もっと教育普及活動をしなくてはいけないと思いま A 生産管理に対してはそうでもないと思います.それは

す. 計算はされていても現場がその通り動かないからです.

G ORの扱える問題は多くニーズもあると思います H 要因の選定が拙いと問題を定式化できてもそれを実

高度成長経済時代は設備投資さえしていればよかったの 行することが困難だと思います.厳重に必要にして十分

が，低成長時代になってORが企業の経営管理上の種々 な要因を全部入れなくてはなりません.

の難問に対して，真の有効な答を出し得るかが問われる B とくに全社的な問題の場合には部分最適を防ぐため

ようになってきていると思います. にも反対意見を入れることは非常に重要です.そのため

B 企業環境の激変期にはいって経営者に危機意識が強 には全社的なプロジェクトチームが必要です.

くなってきたのでわれわれのところに問題が下りてくる D 問題を数式化すると便利ではあるが逆にORがわか

ことが多くなってきたし総合的に物をみるためにも，ま りにくいという評判になり普及の阻害要因になるという

た，変化に即応した状況判断をするためにも， OR的な 気がします.たとえばLPを使ったとこではブラックボ

評価法が有効であることがトップに認識されるようにな ッグスにすると納得してくれません.

りました.また， トップに説明をするときは話し方や資 A エンジニアリング関係ではよく使われていますが，

料の上でわかりやすく適確な表現が絶対必要です. マネージメントサイエンス関係で難しい手法を使ってデ

司会企業の中では， ORの専門家を育てることと OR イリーの仕事に長く使われるということは少ないようで

の教育普及のどちらに力を入れるべきでしょうか. す.プランニング関係では使われてもその後のデイリ-

A われわれはOR とし、う言葉にこだわらない.経営に 業務では使われないことが多いようです.

最適化の考え方を取り入れることが必要であるというこ 司会 ORは多人数が全体として関わる問題にどのよう

とで、， r最適化セミナー J をやっています.それで各工場 に対応するかが問題だと思います.

への普及をはかっています B そういう問題に対する=ーズはトップマネージメン

司会中小企業における ORの普及の程度はどうです トにいくほど，強いですね.各事業部にまかしておくと

か. それぞれの利益のみを考えて上からみると相反すること

E 普及の程度はゼロだと思います.OR という言葉を をやっていることが多いわけです.そこで総合的な見方

知りません. JIS による ORの定義は「科学的に用具を や問題解決がORに要求されます.

使って意志決定を行なうこと」ですから，その態度が重 F ORがうまくいく企業とそうでない企業があるので

要で方法は何でもよいと思います.すべての問題にOR はないですか. ORが普及しない原因はORが器用貧乏

は適用できるはずです. であるからではないですか.

G それができるかどうかは各人の経験とポテンシャル D ORがうまくいくかし、かなし、かは，そこのセグショ

によるわけでその裏に隠れた知恵の世界があるわけで ンのトップの人のORをやる意志によると思います.は

す.一般にOR といえばその道具を指すことが多いので じめうまくし、かなくとも続ければ良い結果が得られるこ

すがそれで、解決できるとは限らないと思います. ともあります.

司会企業の中のORに希望されるイメージはどんなも 司会企業における ORの将来の展望はどうですか.

のですか G 個別的な問題からより全体的なものへのオプティマ
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イズを計らなくてはいけなくなると思います.これはO います.そうではなくて問題解決学的手法をとらなくて

Rの得意とするところです.実際の問題を扱うのはいろ はいけません.

んな意味で大変ですが，これを着実に実行してゆけば B 小林会長がし、つも言われているように企業のトップ

企業のトップや諸部門との信頼関係、ができ， ORの将来 はORの助けを求めていますから今後は経営レベルの問

を明るくすることになると思います. 題を扱う必要があります.OR学会の発表も企業の人々

I エンジユアリ γ グORを強調していきたし、と思いま の発表が少なすぎるようです.もっと積極的な参加を呼

す. MS のORに対してはすぐグローパルな問題にいか びかけたし、と思います.

ないで現状分析に力を注ぐとよいでしょう F 企業における ORの発展に対する学会のサポートが

A 今後は低成長時代になって合理化を進める必要がお ないようです.情報処理産業も OR的フィロソブィーを

こってくるわけで近代的な武器である ORがますます必 もった人聞がトップに立たなくてはいけないと思い主

要とされると思います. す.

E すべての人の意見を取り入れ選択していくのがわれ 司会現在の日本の企業は合理化を必要としているわけ

われOR ワーカーの仕事です.学会ではどんな問題でも ですからORのような科学的手法が大切になると思いま

解けるような数学的手法を発展させていただきたい. す.OR というと LPのような良く知られた手法を使う

E 解けそうなものばかりを扱わないで，その会社で本 ことと思われていますが，手法を限定しないでもっと幅

当に問題となっているものをねらわなくてはいけないと 広く科学的態度で問題解決にいどむことが必要であると

思います. 思います.

D 手法オリエンテッドな考え方はダメではなし、かと思
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